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 Abstract:  The authors visited the Australian Antarctic vessel “Aurora Australis”at 
Hobart and investigated her navigation performance and cargo operation. One of the 
authors (Kenji Ishizawa) participated in her ﬁfth voyage and visited Casey and Macquarie 
Island Stations from March to April 2006. One of the purposes of the investigation was to 
examine the feasibility of her being chartered for transport of personnel and cargo to 
Syowa Station in the 2008/2009 season. The second purpose was to investigate the 
facilities at Casey and Macquarie Island Stations. The knowledge gained through our 
investigations conﬁrmed that through careful operation and accumulated experience, the 
vessel could be used for transport of personnel and cargo for the JARE (Japanese Antarctic 
Research Expedition) to Syowa Station in the 2008/2009 season. The facilities at these two 
stations were operated effectively. These Australian facilities can provide much useful 
















と石沢は，2006 年 3 月 15 日にオーストラリア南極局（AAD）とオーロラ・オーストラリス
を訪問した．さらに，石沢は，引き続き 2006 年 3 月 17 日～4 月 16 日までの約 1 カ月間，
オーストラリア隊の第 5 次航海に参加した．ホバートから南極圏に入り，ケーシー基地及び
帰路に行われたマッコーリー島基地の輸送オペレーションを調査した．また，両基地の設
































































































プター（AS350BA3 機）がヘリ甲板に飛来し格納庫に収まった．さらに船内に税関 3 人が乗
り込んできて，オーストリア人以外の外国人のパスポートチェックと高価な計測器などの申
告が行われる．見送りの人は岸壁のある区画に集められ，ここで南極行きの隊員と最後のお














を配置する．主機関は，中速ギアード・ディーゼル 2 機，1 軸 1 舵（アイスプロテクター付
き吊舵）船首・船尾スラスターを装備している．船尾スラスターはアジマス型で若干の推力
が期待できる．ヘリ甲板左舷通路は，前部船倉の荷物を後部ヘリ甲板までフォークリフトで
移動できるよう広くなっている．ヘリ格納庫には 3 機の AS350BA を格納できる．主要要目
を表 1 に示す．また，図 2 に各甲板の配置図を示す．
3.3.　船体構造等
　船首は典型的な砕氷船型であり，船首傾斜角は，満載喫水線付近で約 19 度である．船体










なっている．上甲板ホールドは 13800× 12800 mm，第 2 甲板ホールドは 6500× 10300 mm
（前方）及び 6500× 12800 mm（後方）である．第 2 甲板上のいわゆる Tweendeck hold の容
積は，838 m3 である．船首第 3 甲板には第 1，第 2 船倉がある．第 1 船倉は，6600× 14700 




















































































































































































































































































甲板に配置されている．隊員用寝室は，1 人部屋 2 室，2 人部屋 1 室，3 人部屋 24 室，4 人



























　プロペラは LIPS 可変ピッチ 4 翼組み立て式，ステンレス（G-X5Cr.NiMo 13.4）製であり，
ロイド 1AS + CASPPR CA2 船級に基づいて設計されている．
　プロペラ翼変節油系統には翼取り付け部に逆止弁が設けられ，水中での翼交換が可能な機


























　総勢で 23 人である．船長と見習い船員 1 人の他に以下の陣容である．
（1）　航海科 :  4 人（主任航海士，1 等航海士，2 等航海士，3 等航海士）
（2）　機関科 :  4 人（主任機関士，1 等機関士，2 等機関士，3 等機関士）
（3）　コック :  3 人（シェフ，二等調理師 2 人）
（4）　スチュワード :  3 人（チーフ 1，アシスタント 2　食器洗い，掃除，リネンの準備等）





AAD の職員で輸送の責任者であった．この職務は通常 AAD の職員が務める．リーダーは外

















員も 1 人参加した．これらの費用は AAD が負担する．
3.13.　船内生活
寝室






多くないようだ．越冬隊員でも，大きなザック 1 個と携帯衣袋 2 個程度である．
通信
　船外との通信は，インマルサットを利用して Eメールで行う．しかし，1 日 3 回の接続の
みで，通信速度が遅く料金も高額なので添付ファイルは禁止であった．さらに私用のインマ
ルサット電話の使用は原則的に禁止である．Eメールの端子は個室にも 1 個あるが，多くの
人は，第 2 甲板の会議室（conference room）に設置されている数台のパソコンか，自分のパ
ソコンを持ち込み操作する．約 10 人の LAN 端子が用意されている．プリンターも利用できる．
食事









　運動室は，第 3 甲板に大小 2 室があり，ランニングマシーン，エアロバイク，ローイング，
ダンベル・バーベル，トレーニングマシンが配置されている．クルーの利用は多いが，隊員
で利用する人は少ない．サウナは，第 3 甲板に 5 人ほどが入れる小さなものがあり，電気ス
イッチを入れてから 30 分で利用可能だが，利用者は少ない．洗濯室には，自動洗濯機と乾














部に厨房があるため，その前方の Tweendeck の冷凍コンテナ横に，赤色に塗装された 20 ft
不燃物用コンパクターがある．瓶，缶，プラスチックなど不燃物はすべて投入し潰さずに持







に 25 t 1 基，後部ヘリ格納庫上に 7 t 1 基，前部上甲板に 2 t 1 基がある．25 t 及び 7 t クレー
ンは，ダブルワイヤーにすれば 31 t 及び 13 t に能力アップする．船倉には 5 t 及び 2 t フォー
クリフトがそれぞれ 1 台ずつ装備され，船倉及び甲板通路で荷物の移動に使われる．フォー
クリフトの燃料はプロパンガスである．貨油タンクは基地補給用に 1000 kl の容量がある．
コンテナとパレット
　使用しているコンテナ，パレットは表 2 の通りである．このうち，ヘリコプタースリング










ロット 3 名，整備士 2 人である．ヘリコプターオペレーションが始まると，機体をヘリ甲板







す（Photo 13）．ケーシー基地まで 43 マイルの地点から輸送を行ったが，今回は機内輸送だ
けだった．乗客は 3 人が乗れる．船との通信は VHF で行う．通常 50 マイル以内まで VHF
で通信可能だ．燃料タンクの容量は，540 l で，そのうち 80 l（30 分間飛行）は予備燃料で
ある．燃料消費量は 160 l/h である．悪天候時の飛行規制は厳密には決めてないが，視程は
水平線が見えること，風速は 40 kts 以下なら飛行できる．スピードは 110 kts である．この
航空機は通常 540 l の燃料を搭載して 400 kg のペイロードで 300 海里の航続距離を持つ．定
着氷縁から昭和基地までの距離を 40 マイルと想定すると，往復 1 時間の燃料 160 l と予備燃
料 80 l を搭載して 500 kg のペイロードで飛行可能である．
バージ船
　今回ケーシー基地に輸送する物資は，合計 10.4 t であった．この内，ヘリコプター輸送用
が 5326 kg である．他の重量は，ATP コンテナ（航空輸送用コンテナで，長手方向の壁が開
表  2　オーロラ・オーストラリスで使用している輸送用コンテナ



















を行っている．2006 年のケーシー基地では女性の隊長を含め 19 人が越冬している．3 人の
気象隊員を除いてすべて設営隊員である．他の基地も観測系の隊員は少ない．図 3 に基地施









　135 kVA のディーゼル発電機が 4 基あり，通常 2～3 基を運転している．年平均発電量は
230 kW で年間約 500 kl の燃料を消費する．冷却水と排気ガスをコジェネレーションとして





















































































　通信業務は 2 人の越冬隊員が行う．基地外との連絡は，ANARESAT と呼んでいるインテ
ルサット通信で行う．このシステムは一般公共通信と AAD 間の専用回線との 2 系統より
なっている．基地からダイヤルでオーストラリアの他，世界中に電話ができる．1 回線 64 
kbps の容量で電話 4 回線が使える．合計 384 kbps である．AAD との専用回線は，128 kbps
でこのうち 64 kbps は気象データ専用としてオーストラリア気象局間で使用している．基地












も水事情が悪いのはデービス基地で，屋外に内袋式の 600 kl タンク 2 基を設置し，夏期間に
融解した池の水を汲み上げ貯水する．冬期間のシャワーは 2 日に一度に制限し，65 l /人・
石沢賢二・北川弘光226








ド雪上車 1 台が常時走行できるように整備されている（Photo 19）．他に数台の 4 輪バギー車，
消火服，消火器などが配備されている．主要建物の消火栓には防火用水が配管されており，
基地に保有している水量の 3 分の 2 が使用できるようになっている．防火用水を含む屋外配
管システムは，一つのラックの上に ① 暖房用温水，② 飲料水，③ 防火用水，④ 排水，⑤ 
電力線，⑥ 弱電信号線が，地面より数 10 cm 高い位置に設置されている（Photo 20）．配管
が道路を横断するときは，道路の下を通過する．
4.8.　野菜栽培












　基地で使用される燃料は，① SAB（special Antarctic blend）:  低温性に優れたディーゼル軽
「オーロラ・オーストラリス」，ケーシー基地及びマッコーリー島基地について 227
油，② ATK（aviation turbine kerosene）:  ヘリコプター及び固定翼機用の航空燃料，③ ULP
（unleaded petrol）:  スノーモービルや基地の車両に使用する鉛を含まないガソリン，の 3 種類
である．
4.12.　風力発電機
　フランス Vergnet 社製の 10 kW 風車が基地中心部に設置され回転いている．しかし，試験
的に設置されたもので，基地電力源の一部には活用されていない．ちなみに，カタバ風が卓










　IGY 期間中の 1957 年 1 月 29 日に米国により Clark 半島に建設された基地で，1959 年 2 月
7 日にオーストラリアが引き継いだ．1969 年に 8.3 km 離れた Bailey 半島でケーシー基地の








　旧 Wilkes 基地が閉鎖後，Bailey 半島にある現ケーシー基地から北東に 500 ｍ離れた同じ半
島内の地点に旧ケーシー基地が，1969 年から 1989 年まで運営された．旧基地の近傍には 2
箇所に大きな環境汚染区域がある．一つはゴミ捨て場であった Thala Valley と機械作業場・




のような状況を踏まえて，Thala Valley からのゴミの撤去方針が決まり，1995/96 年シーズン
から実施された．パワーショベルを使って約 300 m3（149.2 t）のゴミと土がタスマニア島で
埋め立てるためにコンテナ詰めされた．Thala Valley の廃棄物埋め立て地は 100× 40 m の広
さで，深さは，1.5-2 ｍである（Photo 25）．これまでに撤去した容積は約 2000 m3 で，ロシ
アの砕氷船「バシリー・ゴローブニン」をチャーターして本国に運んだ．まだ，600 m3 が残っ
ている．ゴミの種類は，ワイヤー，ドラム缶，機械類，食物，パイプ，建築廃材などである．
持ち帰ったゴミは最終的にタスマニア島で埋め立てられる．処理費用は 2000 ドル/m3 であ
る．AAD はこのような human impact に関する処置と研究に力を入れており，総勢 15 人もの
研究者を擁し，海水や底質モニタリング，土壌分析などに毎年隊員を派遣している．また，
事業部では 6 人のスタッフが一般的な環境保全に携わっている．
　また，新ケーシー基地では 1999 年に 10 kl の油漏えい事故があり，その影響を調査すると
ともに，漏えい場所の下流部に特殊な油除去装置を設置してその効果を調査中であった．
4.16.　建物設備管理システム
　BMCS（Building, Monitoring and Control System）と呼ばれるシステムが 3 基地に採用され












　ケーシー基地から南東に 70 km 入った内陸氷床上に大型航空機が車輪で離発着できる滑走
路を造成中である（図 4）．この地域は裸氷の上に 80 mm 程の積雪があり，年間 12.1 m の速
度で 257 度の方向に氷床全体が流れている．滑走路の風上側（東）向かって 1.72 % の勾配




























































































③ ケーシー基地から雪上車で 1 日の行程圏内であること，である．この滑走路の試験飛行は
2006/07 年のシーズンに行い，本格的運用は 2007/08 年である．完成すれば毎年 10 月～3 月
の間運用し，ホバートから隊員の輸送が直接できることになる．デービス及びモーソン基地





① 2 基の GPS アンテナが付いたグレーダーで裸氷表面を平坦に均す．滑走路の両側に砕い
た雪がたまるのでドリフトが付かないようにロータリー除雪車で吹き飛ばす．
② ローダーなどの風下やフェンス（長さ 30 ｍ×幅 1 m）の後ろに付いた雪のドリフトを裸
表の上に 180-200 mm の厚さに敷き詰め，10 cm の厚さになるまで踏み固める．この作業に
はボーイング 737 旅客機のタイヤを前部に 4 本，後部に 3 本取り付けた物の架台に 55 t の錘
を載せた特製ローダーを重量 30 t，1510 馬力のチャレンジャーMT865 でけん引して行う．長
さ 4000 m×幅 4 m を均すのに 24 時間を要する（Photo 26）．
　今回の工事では 200 × 30 m を試験的に造成した．裸氷の上に雪を敷き詰め圧縮する理由





① ドイツのアーレナー社製 20 t 積み鉄橇 :  自重 7.5 t
② タスマニア北部にある会社が製造している Tassie Sled:  自重 8 t
③ Sounders and Ward Engineering 社製 20 t 橇 :  自重 8.5 t ．この会社は AAD の近くにあり 3 種
類のうち最も性能が良い．約 6 万ドル．けん引力はすべてチェーンで伝え，トーバーはステ
アリングだけを受け持つ．荷台とランナーは 2 本のピボットだけで連結される．1 日だけの
キャンプなら橇は，卓越風と直角に配置するが，長期のデポ時には風と平行にする．橇と橇
の間隔は 6 ｍとしている（Photo 27）．
6．マッコーリー島基地
6.1.　基地の概要
　ケーシー基地からの隊員の容収及び若干の物資輸送の後，4 月 2 日から 9 日までの約 1 週
間，マッコーリー島沖に停泊し基地への物資補給を行った．オーストラリアと南極のちょう
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ど中間にあたる南北に細長い（長さ 34 km，幅 5 km）マッコーリー島は，タスマニア島の南
南東 1466 km，南極大陸の北 1294 km（南緯 54° 30′，東経 158° 57′）の亜南極に位置する（図
1 参照）．島の大部分は標高 200-300 ｍの台地状の地形で，433 ｍのハミルトン山山頂が最高
点である．海岸線のほとんどは急峻な崖で，基地周辺だけが平坦な砂浜になっている．基地
施設は，この島の北端で最も幅が狭い所に点在している（図 5，Photo 28）．季節の変化はあ
まり無く，夏と冬の平均気温はそれぞれ 7℃と 3.3℃である．雨の日が年間 310 日にも達し，
湿気が多い．動物相は豊富で，4 種類 10 万頭のアザラシ，300-400 万羽の鳥類が生息してい
る．鳥類の 90% は 4 種類のペンギンで，至る所にコロニーがある．島全体がオーストラリ
アの自然保護地区になっていて，上陸するにはタスマニア政府の許可証が必要だ．また，
1997 年には世界遺産に登録された．しかし，かつて導入されたウサギが繁殖し植物の被害が
ひどい．1978 年から始まった繁殖制限の効果で 15 万匹から現在は 1～2 万匹に減ったが，将
来はヘリコプターなどから薬物を投下し撲滅する計画という．
　2006 年の越冬隊員は隊長も含めて 14 人である．隊長は通信も兼ねている．2005 年の隊長
は機械設備担当でもあった．他の隊員は，気象 3 人，機械 3 人，調理，医者，大工それぞれ
1 人，レンジャー2 人，研究者は地質の 1 人だけだった．2 人のレンジャーが Tasmania Parks 














がりこんできて運航の邪魔をする．小さなヘリポートは 2 箇所にあり，3 機の小型ヘリコプ
ターが頻繁に置着陸を繰り返し，物資の輸送，フィールドへの人員・物資輸送を行う．今回
























































































が穏やかな日を選んで 4 月 4～5 日の 2 日間で合計 182 kl の軽油の移送を行った．基地の海
岸近くの小屋に直径 2 インチのフラットホースが大きなリールに巻かれてある．ゴムボート


















る．バウ・スラスターは可変ピッチ型 1 基，スターン・スラスターは固定型 2 基である．ス
















　コンクリート防油堤の中に設置された 9 基の 35 kl の貯油タンク群は，主要部から約 300 
ｍ離れた位置にある．材質は鉄で表面は黒く塗装してある．今回の海上送油で 312 kl の貯油
量に達した．軽油の年間使用量は約 190 kl である．165 kVA× 2 基のキャタピラー社製
ディーゼルエンジンと 80 kVA× 2 基の非常発電設備があるが，2005 年の越冬での平均電力





　雨が多いので水は豊富である．一人一日 300 l も使う．朝からシャワーの音が絶えない．
山の中腹に小さなダムがあり，基地のタンクまで地表と地中を延々とプラスチックホースが















れている．気象ゾンデの放球は，LT 0900 と LT 2100 の 1 日 2 回行う．ここでも水素を使っ
ている．バイサラ社製の GPS ゾンデである．ドブソンオゾン測定器での測定は週 1 回で，4
年に一度キャリブレーションのため本国に持ち帰る．
7．ホバート港マッコーリー岸壁と倉庫
　2006 年 4 月 12 日早朝，マッコーリー岸壁に到着した．税関がテントを張って入国検査を
行う．X 線装置や麻薬犬も用意し通過には時間がかかる．






越冬用食料品は AAD が決めるが，コックには 3000 ドルの自由なお金を与えられ，裁量で好
きな物が調達できる．













Photo 4 Bow holds
Photo 2　マッコーリー岸壁での見送り風景
Photo 2 Seeing-off at Macquarie wharf.
Photo 1　 オーストラリア南極局での
装備品の試着
Photo 1  Try-on of clothes at Australian 
Antarctic Division.
Photo 3　オーロラ・オーストラリスの外観
Photo 3 Appearance of Aurora Australis.
Photo 6　船橋部の張り出し
Photo 6 Projecting bridge deck.
Photo 5　ヘリ甲板上の AS350BA 小型
ヘリコプター
Photo 5 AS350BA on helicopter-deck.
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Photo 11　ガリバリウムメッシュパレット
Photo 11 Galvanized cage pallet.
Photo 12　揺れてる海上でのクレーン作業
Photo 12  Crane operation in rough sea condi-
tion.
Photo 9　寝室内部
Photo 9 A bedroom.
Photo 10　カフェテリア方式の食堂
Photo 10 Cafeteria counter.
Photo 7　船室の机と電話，E メール端子
Photo 7 Telephone and E-mail plugs in a bedroom.
Photo 8　推進軸




Photo 18 Water pipes set on a float in a pond.
Photo 17　燃料タンクとコンクリート防油堤
Photo 17  A fuel tank enclosed by an oil retain-
ing wall.
Photo 14　上陸前の衣服と靴の清掃
Photo 14 Cleaning of clothing and boots.
Photo 13　ヘリコプターでのスリング作業
Photo 13  Sling operation by AS350BA heli-
copters.
Photo 16　整頓が行き届いた機械工作室
Photo 16 Inside of an orderly workshop.
Photo 15　ケーシー基地の建物
Photo 15 Buildings of Casey Station.
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Photo 22　ケーシー基地のヘリポート




Photo 23 A rock crusher for aggregate.
Photo 24　旧 Wilkes 基地の建物
Photo 24 Buildings at old Wilkes Station.
Photo 20　屋外配管
Photo 20 Pipe line set outside.
Photo 19　 ヘグランド雪上車に装備された消防
ポンプとホース
Photo 19  A fire pump and hoses installed on a 
snow vehicle in a garage.
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Photo 26　造成中の Wilkins 滑走路
Photo 26　Runway construction at Wilkins.
Photo 25　Thala valley の廃棄物埋め立て地
の掘削現場
Photo 25  Excavation for burial waste materi-
al at Thala valley.
Photo 28　マッコーリー島基地主要部
Photo 28  Principal part of Macquarie Island 
Station.
Photo 27　滑走路建設地の大型橇
Photo 27　 Large sledges at the runway 
construction site.
Photo 30　 ゴムボートによる燃料ホースの展開




Photo 29　 Personnel transportation by inflatable 
boats between AA and the station.
